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≪７月１６日㈭ 例会ＫＫＲホテル２階「琴」≫ 

◎ 納 涼 会 

           

 

♪本日の歌  「それでこそロータリー｣ 

 

 

≪７月３０日㈭ 例会 KKRホテル 6階「清芳庵」≫ 

◎ 炉 辺 談 話 

 

 

 

 

 

 

≪７月０９日㈭ 例会≫ 

 会員数１４名（内出席免除者数 1 名） 

 本日の出席者数７名（内出席免除者数 0 名） 

本日の出席率 ５３．８％ 

 

 

 

 

 

 

幹事 井上善博君 

◎本日の例会は、30分で切り上げて、５階テラスに

て納涼会を行います。会費は 3,000円です。 

◎本日ゲストには、東大阪東 RC会長の古川靖明様、

幹事の滝川 晃様にお越しに頂いております。 

米山奨学生のきょうちゃんと、阪田さんのご友人で

ある安藤明人様と有賀幹夫様にもお越し頂きまし

た。どうぞごゆっくりお過ごしください。 

◎次週(7/23)は、公休日です。 

 

 

会長 表 孝典君 

本日の「会長の時間」は、「ロータリーとは何か」

というテーマでお話ししたいと思います。 

私たちは毎週のように例会に集まり、奉仕活動を

行い、親睦を深めています。しかし、改めて「ロー

タリーとは何ですか」と尋ねられたとき、どのよう

に答えるでしょうか。 

ロータリーは、1905年にアメリカ・シカゴで始ま

りました。創設者のポール・ハリスは、都市化が進

む中で失われつつあった信頼と友情を取り戻したい

という思いから、異なる職業の仲間が語り合い、互

いに学び合う場をつくりました。その輪はやがて地

域社会への奉仕へと発展し、現在では世界中に広が

る国際的な奉仕団体となっています。 

ロータリーの特徴は、単に奉仕活動を行う団体で

はなく、「職業を通じて社会に貢献する」という考え

方を大切にしていることです。私たちはそれぞれ異

なる職業や経験を持っています。その知識や技術、

そして人とのつながりを生かして地域や世界に貢献

することが、ロータリーの大きな魅力です。 
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また、ロータリーには「超我の奉仕」という理念

があります。自分の利益だけを追い求めるのではな

く、相手や地域社会のために行動するという考え方

です。この理念は、特別なことをするという意味で

はありません。日々の仕事で誠実に行動すること、

地域の活動に参加すること、困っている人に手を差

し伸べることも、その実践の一つです。 

一方で、ロータリーには「親睦」という大切な柱

があります。親睦があるからこそ信頼が生まれ、そ

の信頼が奉仕につながります。例会で交わす何気な

い会話や笑顔も、ロータリーの大切な活動です。互

いを知り、支え合い、尊敬し合う関係が、より良い

奉仕を生み出します。 

ロータリーは「何をする団体か」というだけでは

なく、「どのような人でありたいか」を学ぶ場でもあ

ります。誠実さ、思いやり、責任感、そして奉仕の

心を磨きながら、自分自身も成長していく。それが

ロータリーの価値ではないでしょうか。 

今年度も、一人ひとりがロータリアンであること

に誇りを持ち、仲間との友情を深めながら、地域社

会に貢献してまいりましょう。 

ありがとうございました。 

 

 

 

会員交流担当 山村忠弘君 

この度会員交流の役を務めさせていただくことに

なりました山村です。 

歴史と伝統あるこの役目をお預かりすることとな

り、大変光栄に思うと同時に、その責任の重さを感

じております。 

ロータリーは『奉仕の理想』を実践する団体です

が、その原点にあるのは会員同士の友情と信頼だと

思います。 

交流を深めることで新たなつながりが生まれ、そ

のつながりが地域社会へのより良い 

奉仕へと発展していくものだと思っております。 

今年度は会員の皆さまが一緒に笑い、学び、交流

を深めながら『参加してよかった』 『又参加した

い』 と感じていただけるような交流の場を数多く

企画し、笑顔あふれる会員交流会をつくっていきた

いと思います。 

 

もちろん、一人の力では何もできません。私自

身、完璧な一年にする自身もありません。理事の

皆様、そして会員の皆さまのお力添えをいただき

ながら、一年間精いっぱい務めてまいりますので

どうぞご理解とご協力を宜しくお願い致します。 

 

国内奉仕担当 田村嘉宏君 

 2023年より子ども食堂を行っていますが、こ

の頃のこども食堂は東大阪市内 16ヶ所だったの

が今年 32カ所に増えて、それだけ貧困の子ども

たちが増えています。年金生活の高齢者も物価高

騰で生活が苦しいため、大人も参加できる絆食堂

も増えています。当クラブとしては、皆さんから

5000円の協賛金を頂き、クラブからも同額程度

の活動費で食料などを買っていますが。当初は一

カ所に 3箱くらいずつ届けていましたが、今年の

5月では、2箱でも中身はスカスカでした。 

また東大阪西 RCにも協力を得てお米の配布も

しており、こちらも当初キロ 1,600円くらいだっ

たのが、今は 4,800円でした。しかし子供たちの

笑顔や施設の方々に感謝される様子を見て、皆さ

んと仕分けして買い出しや配達をすることに大変

意義を感じます。また東大阪西 RCと合同で行い

たいと思います。これらの活動がクラブの活性化

や増強にもつながると考えております。 

 また今年度は味岡基金を使って、みどり文庫を

東大阪市内の小学校や市の施設に形で残して見え

るものを寄贈したいと思います。 

 

 

  

例会担当委員会 

(7/9) 

本日合計 10,000円  今年度累計 20,000円 

 

 

 

 

会員交流委員会 

◎会員のお誕生日   7月 25日  北井孝彦君 

◎奥様のお誕生日   7月 29日  杉森和美様 

ニコニコ箱の報告 

本日のお祝い 

就 任 挨 拶 



 

  

                    

           

              
               

                     

 

 


